
「山元町に集う学生ともに
地域課題解決を図る」

地域おこし協力隊 町田千咲



自己紹介

氏名：町田 千咲
出身：利府町
出身校大学：東北学院大学
趣味：温泉旅行、ジブリ映画鑑賞、etc.

２０１８ 東北学院大学入学 災害ボランティアステーション山元グループ所属
主に、花釜区（普門寺）でのボランティアに参加

２０１９ 山元グループリーダー就任 大学生総勢５０名のボランティア合宿を企画

山元はじまるしぇなど、町内のイベントにも参加

２０２２ 一般企業に就職

２０２４～ 山元町に引っ越して、地域おこし協力隊に就任



活動記録写真



プロジェクトパートナーの紹介

普門寺住職
山元町おてら災害ボランティアセンター代表

坂野文俊さん
大学生のときに参加した
「てら茶房・てらマルシェ」

↓
東日本大震災追悼竹明かり

↓
夏のボランティア合宿を普門寺で実施

山元町の魅力を知るきっかけに！



地域おこし協力隊の活動



★学生コーディネーター

連携学生団体：東北大学（HARU）

東北学院大学（UNISON）
NPO法人国際ボランティア学生協会（IVUSA）
仙台高等専門学校

年間約６４０名ほどの学生の来訪（※１）

令和６年度は、約５４５名

①活動の発信

②学生・地域団体のニーズ聞き取り

③学生の受け入れ調整
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③学生の受け入れ調整

⇒行政及び地域活動団体との連携

事 例

⑴山元町役場生涯学習課・総務課

・子供向け防災キャンプの実施
・大地の塔での点灯式の実施

⑵町区・下郷区（坂元）

・町区除草作業
・坂元夏祭りへの参加

⑶やまもと語り部の会

・震災遺構中浜小学校での絵灯篭作成
・校庭除草作業



⑷Harvest Lamp
・イベント運営及び出店補助

「山元いいものマーケット」

⑸おてら災害ボランティアセンター
・災害実技講習の実施
・絵灯篭の作成

⑹その他
・みんなの図書館
・子ども食堂運営団体「おむすびころりん」
・山下第一小学校PTA



★イベント運営企画補助

・山元はじまるしぇ

地元学生、IVUSAブース出店調整
学生企画ブースの運営

・きまぐれマルシェの開催（2025/06/08）

普門寺イベントの復活

・やまもと縁火祭実行委員の設立

坂元夏祭りとの連携



今年度の活動及び展望

①プレハブ事務所の設立

地域ニーズの聞き取り場所、学生の活動拠点の機能

②坂元夏祭りを継承した「やまもと縁火祭」の実施

地域おこし協力隊・学生団体・地域活動団体などが交流できる場

③新たなボランティア受け入れ団体の立ち上げ

学生受け入れ窓口の統一、受け入れ環境の充実を図る

④「ふるさと住民登録制度」の活用補助

令和9年度本格実施に向けた、モデル事業への参画



★山元町での学生活動の変化

東日本大震災を機に、
ボランティア活動が活発化

ℚボランティア活動とは？

①自主性

②福祉的

③受動的

山元町での学生活動は、、

◎学生が自ら考えて、活動を企画する！
例：はじまるしぇ
深山山麓少年の森オープン記念イベント
坂元夏祭り（やまもと縁火祭）

山元学生サポーター、学生地域おこし協力隊

★学外での「学び」、学生の「自主性」を
意識した場作りを目指す



ご清聴ありがとうございました！
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